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Wanishi Revitalization Plan through Participation in Muroran City 
~ Toward More Comfortable and Convenient Wanishi ~ 
大坂谷吉行*・吉岡宏高** 
Yoshiyuki OSAKA Y A and Hirotaka YOSHIOKA 
Wanishi Area was damaged through rationalization of iron and steel industry caused by Dollar Shock 
and two Oil Crises. Population of Wanishi decreased from 20，000 toto 6，600 during 1960 to 1995 
Aging in Wanishi has been going on ahead rather than other areas. Remained inhabitants and mer-
chants decided and started to make “Wanishi Revitalization Plan" through workshops. Plan of Copmplex 
Core Facility and Concept of Well-balanced Town were accepted among participants toward their more 
comfortable and convenient life 





























































*室蘭工業大学建設システム工学科 (MuroranInstitute of Technology) 





























































































































































給酉7条通りの延伸整備 行 政 観光道路との連絡










聞客属性ーニ ズの把握 個 応 顧客情報の管理、宅配の充実
















































①まちの骨格 -道路の未整惰 ー道路の未盤備 -室蘭新道との迎絡
(都市基盤} -公園の宋盤情 -高齢者への配慮 -パス路線の見直し
@まちの働き -商庖街の衰退 ，産業ゾン
〈都市機能〉
@暮らしやすさ -雑然とした街なみ ー坂道の危険性 -人口地加の対策
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表 4 縮小均衡型のまちづくりとワ クショップ
縮小均衡型のまちづくりの特徴 ワ クショ γ プの意見や提案
申コンパタ卜な市街地形成 -暮らしの広場づくり
目傾斜地の住宅から平地の住宅へ移住
由既存ストッタを生かす -新日鉄社宅を賃宜住宅に転用
@まちなか居住の推進 -傾斜地の住宅から平地の住宅へ移住
新日鉄社宅を賃貸住宅に転用
申複合用途開発 -暮らしの広場づくり
(中級商業施設+公共施設)
骨交通結節点機能の強化 -駅とバス停の統合
-パス路線の導入
@インフィル型の藍備手法 平地にある遊休地を活用
由連鎖的な事業の匝関 -暮らしの広場づ〈りを出発点に
@車極的な住民参加 -住民参加による輪西のまちづくり
@まちづ〈り情報の公開 -商業者、住民、行政、大学が情報を共有
⑪空き底舗等の情報提供 -筒底街振興組合による斡旋・紹介
けば，まちなみ景観も改善される。また，市街地の密度
が高まるので，ワ クショップで指摘された「寂れた印
象や活気に欠けるという印象」も解消される。表 4は
縮小均衡型のまちづくりの特徴とワークショップの意見
や提案の対応を示している。表 4から，誰もが住みや
すい輪西のまちづくりに「縮小均衡型のまちづくり」の
考え方が必要なことが住民に理解されたことが分かる。
ワ クショップで出された市街地再編に関係する意見
を以下に示す。
・企業が平坦地をたくさん保有している0
.企業遊休地を活用して住宅を建てる。
・まとまった企業遊休地は計画的な利用ができる0
.企業遊休地は権利関係が単純である。
・新日鉄アパートは空き室が多い。
・企業アパートの l階を老人世帯に開放してほしい。
.傾斜地に住む老人世帯が平地に移れないか。
傾斜地に住んでいる高齢者世帯等を平地の遊休地に移
住させて，その跡地は緑化して自然に戻すという提案が
受け入れられた。輪西地区に隣接する母恋地区では日本
製鋼所の合理化で不要となった傾斜地にある同社の社宅
跡地(宅地化の見込みがないため，市街化区域から市街
化調整区域に編入〕を緑化することが決定し， 1998年か
ら事業が始まっている。
輪西において企業とは新日鉄本体か同社の関連企業を
意味する。筆者らが，最初に商業近代化計画で提案し，
一連のワークショップで合意された中核商業施設は，新
日鉄遊休地に建設を予定している。新日鉄は， r現に建
物があり，青空駐車場の利用もあり，遊休地でない。」
という見解を示しているが， r地元の構想がまとまり，
事業化が決まれば，協力にやぶさかでない。」と輪西地
区活性化推進協議会との交渉の場で表明した。
筆者らは，まちづくりの専門家として， 1993年10月に
商業近代化計画の策定に着手し，輪西地区のヒアリング
以来， 1998年3月の一連のワークショップの報告書づく
り至る輪西のまちづくりに関与してきた。専門家の立場
から，その成果は以下のようにまとめられる。
a 商業者中心の商業近代化計画の整備計画から，輪西
地区j活性化推進協議会の設立と一連のワ クショッ
プを通じて，住民参加のまちづくりにつなげられた。
b.人口が1/3以下に激減し，高齢化が進行している
輪西地区では， r今がまちつ.くりがラストチャンス
で あり，残された時聞は少ない。」という共通認
識を形成することができ，危機感を持っていなかっ
た住民の 現状認識を変えることができた。
c 上記の共通認識を踏まえ，ワークショップを重ねる
ことで，きれいごとや総花的な要求ではなく， r本
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当 にすべきこと」を明かにできた。それは， Iく
らしの広場づくり」である。
d 高齢化率が高い輪西を「誰もが住みやすい輪西」に
変えるためには， Iくらしの広場っくり」が必要で
あり，それに伴って，住居の移転ゃ唐舗の集約化を
避けて通ることはできないことが確認された。
e 誰もが住みやすい輪西をめざして，表-4に示した
ように「縮小均衡型のまちづくり」の考え方や特徴
が住民に理解され，今後の進むべき方向として
「縮小均衡型の市街地再編」が合意された。
f. Iくらしの広場づくり」をはじめとする各種事業の
実現に向けて，住民意識のステップアップが住民の
くらしをステップアップさせることが確認された。
まちっくりの順序は，①くらしの広場の建設による商
業施設や生活利便施設の集約化，②くらしの広場の成功
体験及び利用による利便性向上の実感，③頃斜地から平
地への移住，④傾斜地の住宅跡地の緑化となる。
③については，平地の地価は傾斜地の地価より高く，
また，人が住まなくなる傾斜地を買う人がいるとは考え
にくい。高齢者世帯が死ぬまで平地の住宅に入居できる
ことを保証する一方，死後は傾斜地の土地を公共に寄付
してもらい，緑化していくような仕掛が必要である。
7.今後の展開
輪西地区のまちっくりの展開を表 5に示す。前章ま
では，平成9年度末に至る輪西地区のまちづくりについ
て考察してきたが，その後，平成10年度の報告書がまと
まり，また，平成1年度以降の予定が見えてきたので，
今後の展開について述べる。
中核商業施設については，平成1C年度に中核商業施設
の規模，業種構成，事業採算性，事業手法，融資制度等
が検討され， 1999年3月に基本計画が作成された。
まちなみ整備については，平成10年度にさらに5回の
ワークショップが開催され，中核商業施設以外の整備項
目や新しいコミュニティ施設の内容について，検討が重
ねられ， 1999年3月に報告書がまとめられた。
そして， 1999年6月末には，新日鉄が用地を賃貸し，
商業者が中核商業施設を建設し，室蘭市がコミュニティ
施設(老朽化した市民会館等の代替施設)を建設し，広
場と駐車場を併せて整備することが決定した。これは，
輪西地区のまちづくり活動の実績を踏まえて， 1999年4
月の統一地方選挙で再選された市長が「老朽化した市民
会館に代わる施設の建設」を公約に掲げたことや中核商
業施設の建設予定地で営業していた新日鉄関連企業の施
設が1998年秋に営業を停止したことが追風になった。
さらに中核商業施設については，平成1年度に中小企
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表 5 輪酋のまちづくりの展開
業事業団から高度化資金を受けるための審査と実施設計
が行われ，平成12年度に着工する予定である。中核商業
施設と複合するコミュニティ施設については，市長の選
挙公約を受けて，規模や所要室(行われる活動〕等の検
討をさらに重ね，平成1年度に実施設計を終え，早けれ
ば，平成12年度にも着工の予定である。
まちなみ整備部会は，平成1年度に住宅地再編の検討
を進めて，具体的な物件(集合住宅〕を選定し，平成12
年度に住み替えを一部実現させたいと考えている。
以上のように「くらしの広場」を構成する商業施設と
公共施設は，一応の目処がついた。しかし，輪西地区に
近い日鋼社宅跡地(図ー 1を参照)にショッピングセン
タ の建設が1999年5月に決定する等，厳しい商業環境
にあり，消費者である住民の支援が不可欠と言える。
また，社宅通りの拡幅整備は未定であり，その整備を
前提としたパスの運行や緑化(街路樹)など，今後，取
り組みを進めるべき課題が少なくないと言える。
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